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ト交換方式)の利点についての分析を行ない、 4 種のパケッティング方式( 1 )単一方式( 2 )連続
方式( 3 )指数方式( 4 )複合方式を提示し、これら各方式を比較検討するため 4 種の評価基準を設
定し、これらに基づいて各方式の比較評価を行なっている。
第 5 章「結論」では、本論文で得た諸結果の検討を行ない、今後の見通しについて述べている。
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論文の審査結果の要旨
本論文は、情報の流れに関する確率回路網ならびに計算機網の解析ならびに讃十手法についての研
究成果をまとめたものである。
著者は、情報の流れと決定的論理操作に対応する意味での確率回路網の表現、解析の手法を示して
いる。
つぎに、蓄積交換の機能を持つ、待合せ網について、近似的解析法ならびに構成法を明らかにして
いる。
さらに、この場合のメッセージの伝送形態であるパケッテイング方式について検討を加え、連続お
よび複合方式として新しい方式の提案を行ない、その評価を明らかにし、計算機網に適していること
を明らかにしている。
以上のように本論文は 情報の流れを取扱うところの確率回路網および計算機網について、その表
現、解析、構成について、基本的考察を行ない、またそれにもとづく重要な具体的な研究成果を挙げ
ており、情報工学 通信工学の分野に貢献するところが大きく、博士論文として価値あるものと認め
る。
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